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●今月の行事● 

貸出本ランキング 

一般書 

 

 

 

子どもの本 

【読書会】 

11月 15日(日) 

10：00～11：30 

テキスト：「少年と犬」 

馳 星周/著 

大飯図書館だより 

11 月  12 月 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7    1 2 3 4 5 

8 9 10 11 12 13 14  6 7 8 9 10 11 12 

15 16 17 18 19 20 21  13 14 15 16 17 18 19 

22 23 24 25 26 27 28  20 21 22 23 24 25 26 

29 30       27 28 29 30 31   

   は休館日です。開館時間/9:00～18:00 休館日/毎週月曜日･祝日の翌日･第４木曜日･年末年始 

閉館中の図書の返却は、大飯図書館正面玄関横の返却ポストをご利用ください。 

※CD、DVDは開館中にカウンターまで返却してください 

黙示/今野 敏 

美女ステイホーム/林 真理子 

「般若心経」を読む/水上 勉 

2020年 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、来館の際はマスクの着用・手指の消毒にご協力ください。 

発行：大飯図書館 

【百人一首教室】(全４回) 

第 3回 11月 28日(土) 

15：00～16：30 

実戦形式でのカルタを体験しよう！  

講師：北村 久美子氏 

対象：小学生～一般 

 

１１月に入り、ぐっっと気温が下がり朝夕冷え込む日が多くなってきました。今年は、ラニーニャ現象で寒冬になるといわれて

います。ぶくぶくが小学生のころは、ひざが隠れるくらい雪が積もり、クリスマスは雪がシンシンと降るホワイトクリスマス。朝起き

ると外は真っ白で、ぼふっと倒れて自分の跡を雪につけたり、かまくらを作ったり、自分より大きなすべり台を作ったり、雪遊びに

大忙しでした。雪、どれくらい降るかなぁ… たくさん降ったらみなさんはどんな事してみたいですか？ぶくぶくは、かまくらの中で

お餅を焼いて、焼き芋を焼いた上に、あんことバニラアイスをのせて食べてみたいです。雪が降ったら何しよう！そう考えると寒い

朝も夜もなんだかワクワクしてきますね♪ 

そんな寒い日にぴったりの本を紹介します。C.S.ルイス/作のナルニア国物語「ライオンと魔女」です。わたしたちの生活で使

っている衣装ダンスにはおでかけの服やお気に入りの小物が入っていますよね。衣装ダンス＝おでかけともとらえることができま

す。いっけんファンタジーとは何も関係もない衣装ダンスの奥に、見たこともない世界が広がっているなんてワクワクしません

か！？衣装ダンスから異世界へ…。この本の中には白銀の世界が広がっています。それは魔女がもたらした永遠の冬。ナルニア

を作った偉大なライオンのアスランと、この世界に迷い込んだ 4人の人間の子どもたちが魔女と戦うおはなしです。 

このおはなしを読んだ後衣装ダンスを開けるたびなんだかドキドキするのは、ぶくぶくだけではないはず…★ 

 

【図書館まつり】 

11月 8日(日)10：00～16：00 

●おはなしバンザイ！読み聞かせコンクール●大道芸×読み聞かせライブ●書道パフォーマンス 

●ワークショップ●ブックマルシェ●ブックコートサービス  

 

おれ、きょうりゅうしんかんせん/片平 直樹 

妖怪のど自慢/広瀬 克也 

いくらなんでもいくらくん/シゲタ サヤカ  

〒919-2104 

福井県大飯郡おおい町成和 2-1-1 TEL 0770-77-2820 FAX 0770-77-2821 
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【しろくまちゃんといっしょ♩】 

11月19日(木)11：00～11：45 

０～２歳児さんとその保護者を対

象に絵本の読み聞かせをします。 

語り手：図書館員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「逢魔宿り」三津田信三/著 

●「始まりの木」夏川 草介/著 

●「隣はシリアルキラー」中山 七里/著 

●「暗闇にレンズ」高山 羽根子/著 

●「ヘディングはおもに頭で」 

西崎 憲/著 

●「ワカタケル」池澤 夏樹/著 

●「汚れた手をそこで拭かない」 

芦沢 央/著 

●「三度目の恋」川上 弘美/著 

●「もっこすの城」伊東 潤/著 

●「雪旅籠」戸田 義長/著 

 

[ティーンズ] 

●「コんガらガっちなにになってすすむ？の本」 

ユーフラテス/著 

●「インクレディブルホテル」 

ケイト・デイヴィス/文 

●「まんぷくよこちょう」 

なかざわ くみこ/さく 

●「トゥクパをたべよう」 

プラバ・ラム＆シーラ･プルイット/ぶん 

●「うまれたよ！フグ」松沢 陽士/写真・文 

●「どうして？」アダム・レックス/ぶん 

●「あばれねこ」キューライス/文 

 

 

 

●「おひとりさまの終活まるわかり読本」 

税理士レガシィ/監修 

●「75歳からの運転免許認知機能検査」 

医学博士 今野裕之/監修 

●「チャイコフスキー」ひのまどか/著 

●「モーツァルト」萩谷由喜子/文 

●「かじ屋と妖精たち」脇 明子/作 

 

[よみもの] 

[えほん] 

●他にも新着コーナーに並んでいます● 

 
[文学] 

「大飯の 11 月本」 
11 月の新着本届きました。 

今月のイチオシ本をマダム・マカロンがご案内します 

一般の本 
 

～ぶくぶくさんのつぶやき～ 

あ～ 何つぶやこう… お能の謡で頭いっぱいで何も出てこない 

キッズ本 
 

今月のキッズイチオシ本 

江戸のなぞなぞ  

「なぞかけ食堂」ねづっち/著 

『栗』とかけて『忍者』ととく、その心は？ 

なぞかけ博士ねづっちからの挑戦状！ 

このなぞかけ、わかるかな？ 

 

  

今月のイチオシ本 

 「彼女の名前は」 

チョ・ナムジュ/著 

韓国で１３０万部を突破し、映画化された 

『82年生まれ、キム・ジョン』著者の 

次作短編集。 

女性たちは立ち上がる。 

「次の人」のために。 

[いきいきライフ] 

●「はんぶんこ」多田 ヒロシ/ぶん 

●「ぼくんちのおふろやさん」 

               とよた かずひこ/ぶん 

 

●「秘密」谷崎潤一郎+マツオヒロミ 

●「デリバリールーム」西尾 維新/著 

[あかちゃんえほん] 

[くらし] 

●「カフェ丼」/adito著 

 

                

 

[歴史] 

●「三頭の虎はひとつの山に 

棲めない」マイケル・ブース/著 

●「地図で旅する！日本の名城」 

JTBパブリッシング/発行 

http://townohi-lib.jp/

